	クリアランス制度の導入中止を求める申し入書
　経済産業大臣  中川昭一　様
　経済産業省を中心に来年の通常国会でのクリアランス制度導入に向けた原子炉等規制法の改悪などの準備が進められています。
　クリアランス制度が導入されれば、原発から出る廃棄物や、廃炉に伴う膨大な量のコンクリートや鉄材のうち、クリアランスレベル以下の放射性廃棄物は放射性物質でない廃棄物として一般の産業廃棄物処分場に捨てられるか、埋め立て、建材、日用品などに再利用されることになります。その結果、廃棄物処分場の労働者や周辺住民、さらには国民全体に、ヒバクが押しつけられます。
　クリアランス制度は、（生活圏から完全に隔離すべき）放射性物質を国民に押しつけることによって原発の経費を削減するという人命無視・企業利益優先の制度です。国民の命と健康に責任を持つべき国がこのような制度を推進することは決して許されることではありません。
　クリアランス制度に対して、放射線被曝の危険性が過小評価されていること、可能性が低いとして被曝経路の一部が切り捨てられていること、放射線に敏感な乳児・小児の被曝がほとんど検討されていないこと、経済性優先のクリアランス制度では、「検認」の手抜きが予想されること、クリアランスレベル以上の放射能が混入した場合に末端まで追跡出来る保証がないことなど多くの問題点が指摘されています。再利用をうたい文句にしていますが、放射性物質を再利用しなければならない原発推進にこそ問題があります。
申し入れ事項　　　　クリアランス制度の導入を直ちに断念すること
 


賛同して下さる方は下記のヒバク反対キャンペーン、クリアランス担当にご連絡下さい。
            〒666－0115　兵庫県川西市向陽台１－２－１５　　建部　暹
            Tel & Fax 072-792-4628　　E-mail hibaku-hantai＠nyc.odn.ne.jp
	ヒバク反対キャンペーン
	〒591　 堺市堺金岡郵便局 私書箱17号
E-mail  hibaku-hantai＠nyc.odn.ne.jp
HP  http//www1.odn.ne.jp/hibaku-hantai/
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クリアランス制度の導入中止を求める申し入書に賛同します。
	団体または個人のお名前
	

	    連　　　絡　　　先
	


